
里山を守るジビエ事業の展開

 ジビエ事業の展開

 ジビエ事業の課題

 地域活性化の取り組

宇佐ジビエファクトリー



信頼の国産ジビエ認証施設
です。

安心安全、その上 無添加！
独自の技術により、美味し
いジビエをお客様にご提供
します。

人が食べがたいジビエは、
大分サファリパークの猛獣
たちの餌やペットフードと
して提供します。

頂いた命を無駄にしません。





イノシシによる田畑への農業被害状況 シカによる杉への林業被害状況
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近年では人間が襲われるケースも増加。



山の麓には全てフェンスが張り巡らされている



大分県に生息する猪と鹿の生息分布の推移





狩猟研修 箱ワナ くくりワナ設置





日本ジビエアカデミーでの解体処理実技 研修風景











活動実績 捕獲頭数 ジビエ関連売上推移

活動実績

項 目 単位 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度
（見込み）

鹿 猪 合計
頭 ２７４ ３７１ ※３１８ ７６６ １３０１ １３５０

解説： ジビエ（鹿・猪）の年間処理頭数 合計

鹿
頭 １５８ ２７９ ２６０ ６４９ ９２６ １０００

解説： 鹿の年間処理頭数

猪
頭 １１６ ９２ ５８ １１７ ３７５ ３５０

解説：猪の年間処理頭数

ジビエ関連売上高
8１ ３９４ ９５４ ２６４６ ３２１０ ４０００

解説：年々処理、加工技術が向上し売上が上がっている 単位：万円



活動の主な変遷

初年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

初年度は
H30年

宇佐ジビエファ
クトリーを開業
大分県ジビエ振
興協議会に参加

国産認証ジビエ事業
者6号になる
学校給食にジビエを
納入する

＃元気いただきま
すプロジェクトの
ジビエ部門で唯一
紹介される

農村白書にて紹
介される
ジビエ教室や学
校社会科見学を
実施する

食べチョクア
ワード（畜産
物）でジビエな
がらトップ２８
になる

日本ジビエアカ
デミーを新設
１０月２９日を
獣肉（ジビエ）
の日に制定



ジビエ事業の課題
①処理場不足で供給が少ない！

 ジビエの処理施設は全国で約600。利用率が低く、処理能力が不足している。

②猪や鹿の捕獲数に対する利用率が低い。
 猪や鹿の捕獲数に対する利用率が10%未満。
 ハンターが捕獲しても、適切に処理されないケースが多く、利用出来ない。

③ジビエ製品の販路拡大 ・・・・・・・・・・・  国内需要の拡大
     海外展開必要。法整備。

④猟師系ジビエ処理場のレベルの低さと闇ジビエ問題。
無知な処理施設が動物臭がある不味い肉を流通させジビエの評判が悪くなる。
猟師が処理施設を通さず不衛生なジビエ食中毒の危険がある肉を販売。
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